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温 か い 拍 手 に 見 送 ら れ

主な内容

●平成16年

　第１回度会町定例町議会を開催

●度会町の新たなまちづくりに向けて

●災害に強いまちを目指して



平成16年度一般会計に

137万４千円を計上
３3　

平成 16 年
第１回度会町定例町議会を開催

住民のニーズに応える施策を
平成１６年第１回度会町定例町議会は、去る３月９日から１７日

にかけての９日間で開催され、条例の改正案や１６年度予算案など

について審議し、それぞれ原案どおり可決・承認されました。

住民のニーズに応える施策を

国
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
は

悪
化
の
一
途
を
た
ど
り
、
ま
す
ま

す
地
方
公
共
団
体
の
財
政
運
営
は

困
難
を
極
め
て
い
る
状
況
に
あ
り

ま
す
。

そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

市
町
村
合
併
に
よ
り
、
行
財
政
の

効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
足
腰

の
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
必
要

が
あ
り
、
今
後
、
町
議
会
の
皆
さ

ま
と
ご
相
談
し
な
が
ら
新
し
い
合

併
の
模
索
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

年
々
財
政
状
況
が
厳
し
く
な
っ

て
い
き
ま
す
が
、
効
率
的
な
行
政

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
推
進
し
つ
つ
、

度
会
町
に
求
め
ら
れ
る
重
要
な
施

策
へ
の
重
点
配
分
に
努
め
、
真
に

必
要
と
さ
れ
る
住
民
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

平
成
16
年
度
で
は
、
住
民
か
ら

の
要
請
と
少
子
化
支
援
策
の
一
環

と
し
て
保
育
所
の
時
間
外
保
育
の

充
実
と
併
せ
て
、
児
童
館
建
設
事

業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
最
近
発
生
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
東
海
地
震
、
東
南
海
・
南

海
地
震
対
策
に
つ
い
て
、
対
策
推

進
計
画
の
作
成
と
防
災
計
画
の
見

直
し
を
行
う
た
め
、
本
年
１
月
に
、

企
画
広
報
課
を
防
災
・
情
報
課
に

組
織
改
変
を
行
う
と
と
も
に
、
然
る

べ
く
所
要
額
を
16
年
度
予
算
へ
計

上
い
た
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

山
積
す
る
諸
課
題
の
解
決
と
、

町
政
運
営
の
遂
行
に
、
町
議
会
の

皆
さ
ま
を
は
じ
め
町
民
各
位
の
絶

大
な
ご
鞭
撻
と
ご
協
力
を
賜
る
こ

と
を
、
衷
心
よ
り
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

町
長
提
案
説
明（
概
要
）

〜
所　

信
〜

３3億

保育所

マラソン大会の様子

平成16年度予算決まる
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平
成
１６
年
度

一
般
会
計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
３
，
３

０
１
，
３
７
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
主
な
内
容

総

務

関

係

○
法
定
外
公
共
物
調
査
業
務
（
一

之
瀬
地
区
）

○
固
定
資
産
基
礎
資
料
作
成
業
務

民

生

関

係

○
児
童
手
当
給
付
（
小
学
３
年
生

ま
で
支
給
）

○
児
童
館
建
設
事
業

衛

生

関

係

○
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助

○
生
ご
み
処
理
機
及
び
コ
ン
ポ
ス

ト
補
助

農

業

関

係

○
防
霜
施
設
設
置
奨
励
補
助

○
老
朽
茶
園
改
植
補
助

○
県
営
ふ
る
さ
と
農
道
整
備
事
業

（
度
会
北
部
及
び
度
会
北
部
２

期
）

○
牧
戸
地
区
用
水
施
設
整
備
事
業

林

業

関

係

○
森
林
環
境
創
造
事
業

○
緊
急
地
域
雇
用
対
策
事
業

商

工

関

係

○
宮
リ
バ
ー
度
会
パ
ー
ク
春
ま
つ

り
（
実
行
委
員
会
補
助
）

土

木

関

係

○
橋
梁
耐
震
診
断
事
業

○
急
傾
斜
地
崩
壊
調
査
事
業

防

災

関

係

○
地
震
対
策
推
進
計
画
策
定
業
務

○
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作

成
業
務

○
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業

○
町
有
施
設
耐
震
診
断
事
業

○
防
災
行
政
無
線
施
設
更
新
工
事

教

育

関

係

○
緊
急
雇
用
対
策
『
子
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
事
業
』

○
各
小
学
校
運
動
場
土
砂
流
出
対

策
工
事

○
中
学
校
空
調
設
備
等
工
事

◎
平
成
16
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
６
７

９
，
６
０
０
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
平
成
16
年
度
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
１
７

０
，
０
０
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
平
成
16
年
度
住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
１

７
，
９
３
７
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
平
成
16
年
度
老
人
保
健
特
別
会

計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
８
８

２
，
０
９
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
平
成
16
年
度
福
祉
資
金
貸
付
事

業
特
別
会
計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
１
，

２
２
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
平
成
16
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
予
算

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
４
４

４
，
８
７
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
平
成
15
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
６
号
）

９
０
，
５
７
４
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
３
，
３
１
３
，
２
７
０
千
円
と

し
ま
し
た
。

◎
平
成
15
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
７
号
）

債
務
負
担
行
為
の
廃
止
。

◎
平
成
15
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

４
８
９
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
７

４
４
，
１
６
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
平
成
15
年
度
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

２
，
５
２
１
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
１
７
１
，
７
４
４
千
円
と
し
ま

し
た
。

◎
平
成
15
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

６
，
１
５
０
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
４
３
７
，
９
３
５
千
円
と
し
ま

し
た
。

平成16年度予算決まる
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町長等特別職の給与条例案など
̶ 他５議案を原案どおり可決承認 ̶

平成16年度当初予算 （単位：千円）

区　　　　　分 本年度 前年度 比較 伸び率（%）

一般会計 3,301,374 3,049,534 251,840 8.3

国民健康保険特別会計 679,600 645,950 33,650 5.2

簡易水道事業特別会計 170,004 164,909 5,095 3.1

住宅新築資金等貸付事業特別会計 17,937 18,976 △ 1,039 △ 5.5

老人保健特別会計 882,096 905,316 △ 23,220 △ 2.6

福祉資金貸付事業特別会計 1,226 1,226 ̶ ̶

介護保険特別会計 444,871 427,086 17,785 4.2

合　　　　　　　　　計 5,497,108 5,212,997 284,111 ̶

◎
度
会
町
職
員
定
数
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

◎
町
長
、
助
役
及
び
収
入
役
の
給

料
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

◎
度
会
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の

給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
◎
町
道
路
線
の
認
定
及
び
変
更
に

つ
い
て

◎
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

※
一
般
質
問
に
つ
い
て
は
、
５
月

発
行
の
『
わ
た
ら
い
議
会
だ
よ
り
』

に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

第
2
回
度
会
町
議
会

臨
時
会
を
開
催

可
決
さ
れ
た
議
案

◎
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
・
契
約
の
目
的　

町
道
川
上
１
号

線
乙
女
橋
道
路
橋
梁
整
備
工
事

・
契
約
の
方
法　

指
名
競
争
入
札

・
契
約
金
額　

５
８
，
８
０
０
，

０
０
０
円
（
う
ち
消
費
税　

２
，
８
０
０
，
０
０
０
円
）

・
契
約
の
相
手
方　

度
会
町
小
萩

字
出
合
13
番　

南
和
建
設
株
式

会
社　

代
表
取
締
役　

小
谷　

一
十
志

平
成
16
年
第
２
回
度
会
町
議
会

臨
時
会
が
、
去
る
３
月
５
日
に
召

集
さ
れ
、
会
期
１
日
間
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
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平成16年度一般会計当初予算
歳入・歳出表

（歳入） （単位：千円）

区　　　分 予算額 構成比（％） 対前年度比（％）

町 税 555,278 16.8 0.4

分担金・負担金 58,344 1.8 △ 6.8

使用料・手数料 30,370 0.9 △ 8.5

財 産 収 入 903 ̶ 34.6

寄 付 金 1 ̶ ̶

繰 入 金 532,693 16.2 564.7

繰 越 金 40,000 1.2 33.3

諸 収 入 49,886 1.5 △ 0.3

（自主財源）1,267,475 38.4 56.5

地 方 譲 与 税 48,000 1.4 33.3

利子割交付金 8,500 0.3 △ 5.6

地方消費税交付金 58,000 1.7 △ 5.5

自動車取得税
交 付 金

25,000 0.8 ̶

地方特例交付金 25,000 0.8 ̶

地 方 交 付 税 1,218,898 36.9 △ 10.3

交通安全対策特別
交 付 金

600 ̶ ̶

国 庫 支 出 金 91,292 2.8 △ 18.7

県 支 出 金 140,209 4.2 △ 7.5

町 債 418,400 12.7 △ 10.4

（依存財源）2,033,899 61.6 △ 9.2

合　　　　計 3,301,374 100.0 8.3

（目的別歳出） （単位：千円）

区　　　分 予算額 構成比（％） 対前年度比（％）

議 会 費 65,425 2.0 △ 8.0
総 務 費 443,690 13.4 △ 14.8
民 生 費 1,053,006 31.9 44.0
衛 生 費 265,387 8.0 △ 3.9
農林水産業費 190,435 5.8 △ 4.5
商 工 費 32,685 1.0 133.1
土 木 費 231,994 7.0 △ 11.0
消 防 費 189,199 5.7 7.5
教 育 費 305,989 9.3 △ 21.4
災 害 復 旧 費 3 ̶ ̶
公 債 費 509,968 15.5 28.3
諸 支 出 金 3,593 0.1 5.7
予 備 費 10,000 0.3 ̶
合　　　　計 3,301,374 100.0 8.3

（性質別歳出） （単位：千円）

区　　　分 予算額 構成比（％） 対前年度比（％）

人 件 費 878,918 26.6 △ 5.2
扶 助 費 192,749 5.8 6.7
公 債 費 509,968 15.5 28.3
義務的経費計 1,581,635 47.9 5.1
普通建設事業費 602,050 18.2 71.9
（補助事業費） 33,110 1.0 47.2
（単独事業費） 564,728 17.1 89.0
（県営事業負担金） 1,000 ̶ △ 75.0
（受託事業費） 3,212 0.1 △ 73.3
災害復旧事業費 0 ̶ ̶
（補助事業費） 0 ̶ ̶
（単独事業費） 0 ̶ ̶
投資的経費計 602,050 18.2 71.9
物 件 費 517,325 15.7 △ 12.8
維 持 補 修 費 39,310 1.2 39.1
補 助 費 等 333,109 10.1 2.3
積 立 金 593 ̶ 48.3
投資・出資・貸付金 6,000 0.2 △ 17.3
繰 出 金 211,352 6.4 △ 7.5
予 備 費 10,000 0.3 ̶
その他経費計 1,117,689 33.9 △ 7.4
合　　　　計 3,301,374 100.0 8.3
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度
会
町
の

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

度
会
町
市
町
村
合
併
問
題
懇
話
会
が
提
言

去
る
３
月
10
日
、
役
場
大
会
議
室
を
会
場
に
、

「
度
会
町
市
町
村
合
併
問
題
懇
話
会
提
言
式
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

市
町
村
合
併
を
踏
ま
え
た
度
会
町
の
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
を
検
討
し
て
き
た
「
度
会
町
市
町
村
合

併
問
題
懇
話
会
」（
鳥
羽
幸
三
郎
会
長
）
か
ら
、

住
み
続
け
た
い
「
ふ
る
さ
と
・
わ
た
ら
い
」
の
実

現
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
へ
の
思
い
が
詰
ま
っ
た

「
度
会
町
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
提
言

書
」
が
、
大
野
町
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

※
こ
の
提
言
書
は
、
役
場
広
域
行
政
推
進
室
、
度

会
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
閲
覧
で
き
ま
す
。

当
懇
話
会
（
委
員
49
人
）
は
、

昨
年
２
月
７
日
の
初
会
合
か
ら
延

べ
60
回
に
お
よ
ぶ
会
合
を
重
ね
、

住
民
の
視
点
や
公
共
的
団
体
の
立

場
で
、
市
町
村
合
併
を
踏
ま
え
た

度
会
町
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
、
忌
憚
の
な
い
意
見
を
交

わ
し
議
論
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
「
生
活
・
環
境
」「
健
康
・

福
祉
」「
産
業
・
自
治
」「
教
育
・
文

化
」
の
４
分
科
会
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
に
お
け
る
、
地
域
の
課
題

や
問
題
点
、
そ
の
解
決
策
や
役
割

な
ど
に
つ
い
て
洗
い
出
し
を
行
い
、

柱
立
て
・
絞
り
込
み
、
重
要
施
策

の
取
り
ま
と
め
を
経
て
、
懇
話
会

の
総
意
で
あ
る
「
度
会
町
の
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
提
言

書
」
を
つ
く
り
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
「
新
市
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

（
多
気
町
・
明
和
町
・
勢
和
村
・

玉
城
町
・
度
会
町
任
意
合
併
協
議

会
の
付
属
機
関
）」
の
地
域
部
会

と
し
て
、「
新
市
ま
ち
づ
く
り
将

来
構
想
」
の
策
定
に
向
け
て
の
提

案
や
意
見
を
述
べ
ら
れ
た
と
こ
ろ

で
す
。

こ
の
た
び
の
提
言
式
で
、
懇
話

会
を
代
表
し
て
、
鳥
羽
会
長
は
、

「
市
町
村
合
併
を
踏
ま
え
た
度
会

町
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
は
、
先

人
が
培
っ
て
き
た
ま
ち
の
特
性
を

伸
ば
し
、
住
み
続
け
た
い
『
ふ
る

鳥羽会長（左）から提言書が提出されました

さ
と
・
わ
た
ら
い
』
を
つ
く
る
こ

と
で
も
あ
り
ま
す
」
と
思
い
を
述

べ
、「
度
会
町
の
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
た
提
言
書
」
を
、
大

野
町
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
４
人
の
分
科
会
長

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
科
会
の
提

言
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。　
　



提
言
書
を
受
け
取
っ
た
大
野
町

長
は
、「
町
議
会
と
と
も
に
、
皆

さ
ん
の
提
言
に
、
で
き
る
限
り
応

え
る
よ
う
努
力
し
た
い
」
と
述
べ
、

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
提
言
書
策

定
に
携
わ
っ
た
大
釋
町
議
会
議
長

は
、「
町
民
の
将
来
の
幸
せ
の
た
め

に
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
・
角
度
か
ら

メ
ス
を
入
れ
、
光
を
当
て
た
提
言

を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
ま

す
」
と
語
り
ま
し
た
。

当
町
は
、
今
後
、
提
言
を
熟
慮

し
、第
５
次
度
会
町
総
合
計
画
『
夢

世
紀
21
プ
ラ
ン
・
わ
た
ら
い
』
に

基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
や
、
市
町
村

合
併
の
協
議
の
中
で
策
定
さ
れ
る

『
新
市
建
設
計
画
』
に
、
可
能
な

限
り
反
映
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

主

な

内

容

生
活
・
環
境
分
科
会
で
は
、

◎
県
道
度
会
玉
城
線
の
岩
坂
峠
の

早
急
な
改
良
実
施
。

◎
自
主
運
行
バ
ス
業
務
の
検
討
。

健
康
・
福
祉
分
科
会
で
は
、

◎
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
思

想
を
高
め
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
。

◎
不
妊
治
療
費
の
助
成
。

産
業
・
自
治
分
科
会
で
は
、

◎
地
場
産
品
の
体
験
工
房
の
設
置

や
地
域
ぐ
る
み
の
地
産
地
消
運

動
の
展
開
。

◎
住
民
が
進
ん
で
参
加
で
き
る
よ

う
な
自
主
的
活
動
グ
ル
ー
プ
の

結
成
。

教
育
・
文
化
分
科
会
で
は
、

◎
保
護
者
と
教
師
と
の
信
頼
関
係

を
増
す
シ
ス
テ
ム
を
検
討
。

◎
町
民
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
力
や

年
齢
、
目
的
に
応
じ
て
、
ス
ポ

ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る

場
を
設
置
。

度
会
町
の

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

多
気
町
・
明
和
町
・
勢
和
村
・

玉
城
町
・
度
会
町
任
意
合
併
協
議

会
は
、
平
成
15
年
度
の
決
算
が
調

い
、
平
成
16
年
３
月
１
日
を
も
っ

て
、
正
式
に
解
散
し
ま
し
た
。

５
町
村
任
意
合
併
協
議
会
が

正
式
に
解
散
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生活・環境分科会

健康・福祉分科会

産業・自治分科会

■　学校規模の適正化

■　教育環境の充実

■　教育システムの変革

■　生涯スポーツの振興

■　豊かな自然を活かした人づくり

教育・文化分科会

度
会
町
市
町
村
合
併
問
題
懇
話
会

提 言 さ れ た 重 要 施 策

度会町の新たなまちづくりに向けて

■　集客交流拠点の開発と充実

■　特産品づくりと地産地消の展開

■　協働型産業の振興によるまちおこし

■　新たな時代に生きる農林業

■　地域活性を導きだす雇用の創出

■　食を通じた健康づくり

■　地域福祉の充実

■　少子化対策と子育て支援の充実

■　中高年の健康増進

■　高齢者福祉の充実

■　障害者福祉の充実

■　豊かな生活を支える交通体系の整備促進

■　住民が安心して暮らせる消防・防災対策の充実

■　誰もが安心・安全な防犯・交通安全対策の実施

■　いつまでも住み続けたい住環境づくりの推進 相

互

間

の

調

整

に

よ

る

連

携
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Vol.1

私
た
ち
の
国
は
、
そ
の
位
置
、

地
形
や
気
象
な
ど
の
自
然
条
件
か

ら
、
地
震
、
台
風
、
豪
雨
、
火
山

の
噴
火
な
ど
に
よ
る
災
害
が
発
生

し
や
す
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。

昨
年
12
月
17
日
に
、
三
重
県
全

域
市
町
村
は
、
地
震
防
災
対
策
を

推
進
す
る
必
要
が
あ
る
地
域
と
し

て
、
東
南
海
・
南
海
地
震
防
災
対

策
推
進
地
域
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

推
進
地
域
は
地
震
の
揺
れ
が
震

度
６
弱
以
上
と
予
測
さ
れ
る
地
域

等
を
基
準
と
し
た
も
の
で
、
全
国

６
５
２
市
町
村
が
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な

い
と
さ
れ
る
東
海
地
震
や
、
今
世

紀
前
半
で
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
東
南
海
・
南
海
地
震
な
ど
が

起
こ
れ
ば
、
地
震
の
揺
れ
や
津
波

な
ど
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
が
広

範
囲
に
発
生
す
る
と
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。

町
で
は
防
災
用
備
蓄
品
充
実
の

他
、
ポ
ン
プ
の
配
備
や
避
難
所
看

板
の
設
置
、
耐
震
診
断
の
推
進
、

地
域
防
災
訓
練
な
ど
、
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
各
種

施
策
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
た
と
き
、
生
き

延
び
る
た
め
に
最
も
大
切
な
の

は
、
自
分
自
身
で
身
を
守
る
こ
と

と
隣
近
所
の
助
け
合
い
で
す
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は

地
域
の
力

平
成
７
年
１
月
17
日
、
大
都
市

神
戸
を
中
心
に
し
た
『
阪
神
・
淡

路
大
震
災
』
は
、
死
者
６
千
人
以

上
と
い
う
悲
劇
を
生
み
ま
し
た
。

地
震
発
生
直
後
、
各
消
防
署
に

は
火
災
や
救
急
を
求
め
る
通
報
や

駆
け
込
み
が
殺
到
し
ま
し
た
が
、

要
員
や
資
機
材
が
追
い
つ
か
ず
、

ま
た
、
倒
壊
し
た
建
物
で
道
路
が

寸
断
さ
れ
て
現
場
に
急
行
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
さ
ら

に
、
火
災
の
現
場
で
は
断
水
の
た

め
、
消
火
の
た
め
の
水
を
確
保
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
大
き
な
力
を
発

揮
し
た
の
は
、
地
域
の
人
た
ち
で

し
た
。

生
き
埋
め
や
建
物
に
閉
じ
込
め

ら
れ
た
被
災
者
の
う
ち
、
消
防
な

ど
の
専
門
の
救
助
隊
に
助
け
ら
れ

た
の
は
、
全
体
の
僅
か
１
．
７
％

で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
救
助
さ
れ

た
人
の
95
％
は
、
自
力
ま
た
は
家

族
、
地
域
の
人
々
に
よ
っ
て
救
助

さ
れ
ま
し
た
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
よ
う
な

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
普
段
の

よ
う
に
消
防
車
や
救
急
車
が
駆
け

つ
け
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

つ
ま
り
、
地
域
の
力
が
必
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。

町
で
は
、
広
報
わ
た
ら
い
『
災

害
に
強
い
ま
ち
を
目
指
し
て
』
を

シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
防
災
に
対

す
る
意
識
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
い
っ
し
ょ
に
考
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

今
回
は
度
会
町
消
防
団
長
の
長

谷
川
元
之
さ
ん
（
市
場
）
に
お
訊

ね
し
ま
し
た
。

町内各小・中学校前には、避難所看板が設置されています
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災害に強いまちを目指して

住
民
の
意
識
改
革
を

 

度
会
町
消
防
団
長

長
谷
川　

元
之　

氏

Ｑ
度
会
町
の
防
災
に
つ
い
て
ど
う

思
わ
れ
ま
す
か
？

土
砂
崩
れ
の
あ
る
よ
う
な
危
険

箇
所
は
し
っ
か
り
し
て
も
ら
っ
て

あ
る
よ
う
に
思
う
。
大
地
震
が
起

こ
っ
た
と
き
、
度
会
町
は
津
波
の

心
配
は
な
い
け
ど
、
家
屋
の
崩
壊

や
落
石
が
一
番
心
配
や
な
。

食
料
面
に
あ
た
っ
て
は
、
他
所

へ
分
け
た
れ
る
く
ら
い
の
貯
え
は

あ
る
。
と
に
か
く
家
と
山
や
な
。

Ｑ
消
防
団
長
と
し
て
の
苦
労
は
？

町
内
の
被
害
が
少
な
く
て
も
消

防
団
は
近
隣
市
町
村
の
応
援
に
い

か
な
い
か
ん
や
ろ
な
。
度
会
町
消

防
団
は
、
副
団
長
は
じ
め
、
分
団

長
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
以
上
に

や
っ
て
く
れ
と
る
で
皆
が
ま
と
ま

っ
た
団
や
。

火
災
、
特
に
山
林
火
災
が
起
こ

っ
た
と
き
が
怖
い
。
二
次
災
害
や

煙
に
ま
か
れ
た
り
す
る
こ
と
が
な

い
よ
う
判
断
す
る
の
に
苦
労
す

る
。
団
員
の
安
全
を
第
１
に
考
え

て
指
揮
を
と
ら
な
い
か
ん
で
な
。

Ｑ
防
災
に
つ
い
て
の
心
配
事
は
？

住
民
の
避
難
場
所
が
心
配
や
な
。

体
育
館
み
た
い
に
大
き
な
所
は
し

っ
か
り
し
て
も
ら
っ
て
あ
る
が
、

地
区
地
区
の
避
難
場
所
は
大
丈
夫

な
ん
か
？
地
区
に
よ
っ
て
は
公
民

館
や
集
会
所
に
行
く
よ
り
、
田
ん

ぼ
の
真
ん
中
へ
避
難
し
た
方
が
安

全
に
思
う
と
こ
ろ
も
あ
る
な
。

あ
と
、
地
域
で
地
域
住
民
の
把

握
を
し
て
も
ら
っ
て
い
な
い
と
、

一
人
暮
ら
し
の
人
た
ち
が
心
配
や
。

過
去
に
各
地
で
大
災
害
が
起
こ
っ

た
と
き
も
、
地
域
交
流
が
し
っ
か

り
し
て
い
る
場
所
は
生
存
率
が
圧

倒
的
に
高
か
っ
た
ん
や
。

自
主
防
災
組
織
を

と
に
か
く
助
け
合
い
が
大
事
な

ん
や
。
そ
の
た
め
に
も
各
地
区
で

自
主
防
災
を
は
や
く
立
ち
上
げ
て

ほ
し
い
。

町
内
は
こ
こ
数
年
大
き
な
災
害

は
な
い
た
め
か
、
住
民
の
災
害
に

対
す
る
意
識
が
低
過
ぎ
る
よ
う
に

思
う
。
度
会
町
と
い
う
町
は
平
穏

す
ぎ
て
、
危
機
感
が
少
な
い
。
平

穏
に
甘
ん
じ
た
ら
い
か
ん
。

だ
か
ら
防
災
訓
練
も
住
民
主
体

の
訓
練
に
変
え
た
ん
や
。
ず
っ
と

消
防
団
の
訓
練
で
や
っ
て
き
た
け

ど
、
団
は
や
ろ
う
と
思
っ
た
ら
い

つ
で
も
で
き
る
ん
や
。
住
民
さ
ん

に
は
住
民
さ
ん
を
対
象
と
し
た
訓

練
っ
て
い
う
場
を
つ
く
ら
な
機
会

が
な
い
で
な
。

避
難
場
所
や
消
火
栓
は
そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
が
管
理
す
る
も
の
。
住

民
み
ん
な
が
防
災
へ
の
意
識
を
変

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
な
。

自
分
の
命
は
自
分
で
守
っ
て
、

み
ん
な
で
助
け
合
う
こ
と
が
大
事
。

地
域
は
地
域
住
民
が
守
っ
て
い
く

ん
や
と
考
え
て
ほ
し
い
。
そ
の
手

助
け
を
す
る
ん
が
消
防
団
な
ん
や

で
な
。

プロフィール
地　　区／市場

昭和１２年生まれ　６６歳

昭和２９年　度会町消防団に入団

平成５年　度会町消防団長に就任
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役
場
町
民
課
年
金
保
険
係
（

6
2
ー
2
4
1
2
） 

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
か
ら
被
害
を
受
け
た
場
合
も
届
出
を
。

20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
方
へ
！

年
金
の
届
出
は
お
済
で
す
か
？

国
民
年
金
は
生
活
の
変
化
に
応
じ
て

そ
の
つ
ど
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

届
出
を
忘
れ
る
と
、
年
金
を
受
け
る

た
め
の
必
要
期
間
が
満
た
せ
ず
、
年
金

が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

将
来
の
年
金
を
よ
り
確
実
な
も
の
と

す
る
た
め
に
も
忘
れ
ず
に
必
ず
届
出
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

届
出
に
は
年
金
手
帳
（
基
礎
年
金
番

号
通
知
書
）
の
添
付
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
年
金
手
帳
は
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

こんな方が こんなときは 変更後の加入種別

第2号被保険者
（会社員・公務員など）

・退職したとき

第1号被保険者
（国民年金加入者）
になります。

第3号被保険者
（会社員・公務員などに
扶養されている配偶者）

・配偶者が退職したとき
・配偶者が65歳になっ
たとき
・年収が130万円以上
になったとき
・離婚したとき

学
生
納
付
特
例
制
度

手
続
き
は
毎
年
必
要
で
す

学
生
の
方
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

収
入
が
な
か
っ
た
り
、
少
な
か
っ

た
り
し
ま
す
の
で
、
保
険
料
を
本

人
が
納
め
る
こ
と
が
困
難
で
す
。

そ
こ
で
、
在
学
期
間
中
の
保
険
料

を
後
払
い
で
き
る
学
生
納
付
特
例

制
度
が
あ
り
ま
す
。

障
害
年
金
な
ど
、
も
し
も
の
と

き
に
安
心
で
す
。

※
申
請
さ
れ
る
方
は
、
５
月
31
日

（
月
）
ま
で
に
、
年
金
手
帳
お
よ

び
学
生
証
の
写
し
を
持
参
の
う
え
、

役
場
町
民
課
年
金
保
険
係
ま
で
、

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
の
届
出

次
の
よ
う
な
と
き
は
、
必
ず
14
日
以
内
に
届
出
を

国
民
健
康
保
険
か
ら

人
間
ド
ッ
グ
助
成
制
度
の
紹
介

国
保
に
加
入
す
る
と
き

◎
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を
脱
退

し
た
と
き

◎
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
と

き
◎
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た

と
き

◎
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き

加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と
…

国
保
に
加
入
す
る
資
格
が
で
き

た
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
税

を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
保
険
証
が
な
い
の
で
、
届
出

す
る
ま
で
の
医
療
費
は
全
額
自
己

負
担
に
な
り
ま
す
。

国
保
を
脱
退
す
る
と
き

◎
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入

し
た
と
き

◎
他
の
市
町
村
へ
転
出
す
る
と
き

◎
生
活
保
護
を
受
け
は
じ
め
た
と

き
◎
加
入
者
が
死
亡
し
た
と
き

脱
退
の
届
出
が

遅
れ
た
と
き
は
…

国
保
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
後

で
国
保
の
保
険
証
で
医
療
を
受
け

て
し
ま
っ
た
と
き
は
、
国
保
で
負

担
し
た
分
の
医
療
費
を
後
で
国
保

に
返
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

度
会
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、
被
保
険
者
の
健
康
の
保
持
増
進
と
、
疾

病
の
早
期
発
見
お
よ
び
予
防
に
努
め
る
た
め
に
、
簡
易
人
間
ド
ッ
グ
受
診

に
対
す
る
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

健
診
の
申
し
込
み
お
よ
び
助
成
金
交
付
申
請
手
続
き
な
ど
は
、
役
場
町

民
課
年
金
保
険
係
り
ま
で
。
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※（　）は前任

退　職（３月３１日付）
喜多　嘉正（参事）
清水　幸子（長原保育所長）
村木美奈子（保健センター所長）
谷口　訓子（教育委員会教育課係長）
山本　正武（建設課施設管理業務員）

新規採用（４月１日付）
町民課
　事務吏員　　　中野　元喜
産業振興課
　事務吏員　　　大西　泰正
建設課
　事務吏員　　　坂谷　展代
保健センター
　保健師　　　　長井　未来
棚橋保育所
　保育士　　　　山本　恵
　保育士　　　　山本　久美
美化センター
　自動車運転手　中村　公紀

異　動（４月１日付）
環境施設課
　主事　　岡村　卓明（建設課）
建設課
　主事　　山口　幸宏（産業振興課）
教育委員会教育課
　係長　　作野　和幸（広域行政推進室主査）
保健センター
　主任　　岡田　美和（健康福祉課）
南中村保育所
　所長　　辻井　妙子（中之郷保育所長）
　保育士　酒井　京子（中之郷保育所）
中之郷保育所
　所長　　山下　呉子（南中村保育所長）
　主任　　木本　恵子（南中村保育所主任）
　保育士　北井　珠青（南中村保育所）
長原保育所
　所長　　北村　孝子（棚橋保育所次長）
　主任　　岡谷　恭代（棚橋保育所主任）
棚橋保育所
　次長　　見並　久美（長原保育所主任）

［昇格］
　調理員　服部　淑子（給食センター）
給食センター
　調理員　山本世志子（長原保育所）

町職員の人事異動

平成16年度
町内小中学校教職員等の人事異動

学校名
転　　　　　出 転　　　　　入

職名 氏　名 転出先 職名 氏　名 前任校

内城田
小学校

校　長 田村　重幸 定年退職 校　長 大谷　　健 御薗中

教　頭 中村真知子 大宮小 教　頭 平見　恵子 大内山小

教　諭 江崎　知子 度会養護学校 教　諭 佐波　　保 大内山小

教　諭 山本　一彦 宿田曾小 教　諭 吉岡　郁雄 五ヶ所小

教　諭 中西英一郎 南海小 教　諭 永井　宏幸 二見小

事　務 中嶋美保子 早修小 事　務 松林　由展 柏崎小

中　川
小学校

教　頭 石田　寛嗣 二見小 教　頭 中村　吉宏 錦中

教　諭 奥本　早苗 一之瀬小 教　諭 徳田あかね 御薗小

養護教諭 南　　典子 七保小 養護教諭 大西佳津子 七保小

一之瀬
小学校

教　頭 糀谷　澄子 徳和小 教　頭 中村　晴美 倉田山中

教　諭 杉山　美和 有田小 教　諭 奥本　早苗 中川小

教　諭 野上　篤子 田丸小

小川郷
小学校

校　長 大仲　文則 城田中 校　長 西田　文子 畔名小

度　会
中学校

校　長 伊藤　正明 玉城中 校　長 中村　俊郎 中川小
（南勢志摩教育事務所）

教　諭 山本　哲生 柏崎中
（教頭） 教　諭 山本　　卓 二見中

教　諭 大口　　勉 御薗中 教　諭 岩森　正治 大宮中

教　諭 若宮　　真 御薗中
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西
野
た
け
し
指
導

第
31
回
南
勢
志
摩
社
会
福
祉
大
会

『
福
祉
の
作
文
』最
優
秀
賞
を
受
賞

濱
口　

陽
平 

さ
ん

第
31
回
南
勢
志
摩
社
会
福
祉
大
会
『
福
祉
の
作
文
』
に
お
い
て
、

濱
口
陽
平
さ
ん
（
牧
戸
）
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

自
分
の
で
き
る
こ
と

ぼ
く
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
と
き

ど
き
、
伊
勢
市
に
あ
る
日
赤
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
友
だ
ち
と
出
か
け

て
行
き
ま
す
。

そ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
病
院

で
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
を

ふ
い
て
あ
げ
る
た
め
の
、
洗
た
く

し
た
タ
オ
ル
を
た
た
む
こ
と
で
す
。

ぼ
く
は
、
こ
の
夏
休
み
に
そ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
行
き
ま

し
た
。

ぼ
く
は
、「
ま
あ
、
タ
オ
ル
を
た

た
む
だ
け
な
ら
す
ぐ
お
わ
る
だ
ろ

う
。」と
思
っ
て
つ
い
て
行
っ
た
ら
、

す
ご
い
量
の
タ
オ
ル
が
出
て
き
て

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
で
も
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
た
ち
は
「
今
日
は
少
な

い
方
や
な
あ
」
と
言
っ
て
い
る
の

に
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

今
ま
で
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
や
っ
て
い
る
の
は
知

っ
て
い
た
け
ど
こ
ん
な
仕
事
が
あ

る
な
ん
て
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

人
が
利
用
す
る
施
設
に
は
い
ろ

い
ろ
な
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で

い
つ
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
み
た
い
に

縁
の
下
の
力
も
ち
で
働
い
て
い
る

人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
が
た
く

さ
ん
い
る
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し

た
。ぼ

く
は
家
の
仕
事
だ
け
で
も
い

そ
が
し
い
の
に
な
ん
で
そ
こ
ま
で

す
る
の
か
聞
い
た
と
き
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
、「
人
間
は
人
の
役
に
た

つ
こ
と
を
し
た
り
、
た
す
け
あ
っ

た
り
し
て
生
き
て
い
く
も
の
や
か

ら
た
と
え
相
手
が
他
人
で
も
助
け

て
あ
げ
る
よ
う
に
す
こ
し
で
も
し

た
い
か
ら
」
と
言
っ
て
い
た
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
を
す
ご
い
な
あ
と
思
い

ま
し
た
。

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
一
番
下

の
妹
が
今
老
人
ホ
ー
ム
に
い
ま
す
。

そ
の
人
に
、
会
い
に
行
っ
た
り
、

世
話
を
し
て
い
る
の
も
、
家
族
じ

ゃ
な
く
て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
し

た
。
な
ん
で
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
や

っ
て
い
る
の
か
気
に
な
っ
た
の
で

聞
い
て
み
た
ら
「
こ
の
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
は
な
、
子
ど
も
も
お
ら
ん
し

夫
や
っ
た
人
も
死
ん
で
し
も
て
一

人
ぼ
っ
ち
や
か
ら
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
や
ら
な
や
る
人
お
ら
ん
で
、

や
ら
な
い
か
ん
の
。」
ぼ
く
は
た
い

へ
ん
そ
う
や
け
ど
い
や
そ
う
な
顔

を
し
た
こ
と
の
な
い
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

ぼ
く
が
こ
っ
せ
つ
し
た
と
き
に

も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
面
ど
う
を
み

て
く
れ
た
と
き
は
と
て
も
か
ん
し

ゃ
し
ま
し
た
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
い
つ
も
い
つ

も
自
分
の
こ
と
よ
り
家
族
や
他
の

人
の
こ
と
が
一
番
で
す
。

ぼ
く
は
、
今
ま
で
助
け
て
も
ら

っ
た
か
ら
、
次
は
助
け
る
番
だ
か

ら
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
か
ら
や

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ぼ
く
は
、
そ
ん
な
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
を
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

茶
の
実
句
会
抄　

３
月
18
日

春は
る

め
く
や
癒い

ゆ
る
兆き

ざ

し
の
爪つ

め

を
切き

る

麻
加
江　

中
嶋　

久
子

桃も
も

咲さ

い
て
峽か

い

の
光

ひ
か
り

を
集あ

つ

め
け
り

上
久
具　

柳
谷　

静
雄

菜な

の
花は

な

や
軒の

き

の
触ふ

れ
合あ

ふ
漁り

ょ
う
し
ま
ち

師
町

立　

岡　

牧　
　

明
子

春は
る

一い
ち

番ば
ん

大お
お

き
く
軋き

し

む
屋や

台た
い

骨ぼ
ね

葛　

原　

中
井　

和
子

潮し
お

騒ざ
い

の
島し

ま

の
迷ま

よ

い
路じ

椿
つ
ば
き

咲さ

く

棚　

橋　

松
本　

貞
子

白は
く

れ
ん
の
蕾

つ
ぼ
み

は
な
べ
て
月つ

き

に
向む

き

棚　

橋　

山
本　
　

順

生あ

れ
し
子こ

の
顔か

お

は
父ち

ち

似に

や
梅う

め

日ひ

よ

り和

市　

場　

高
橋
花
寿
子

桃も
も

の
花は

な

介か
い

護ご

の
庭に

わ

に
笑わ

ら

い
声こ

え

牧　

戸　

井
戸
本
つ
た
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はじめまして！あやのです。

お兄ちゃんたちに負けてられません。私もわんぱく

です。

中村　彩乃ちゃん
平成15年4月13日生まれ

（棚 橋）

父 和　浩 さん

母　理津子 さん

５月以降に満１歳を迎える子どもさんの写真を募集しています。

去
る
２
月
28
日
、
第
29
回
を
迎
え
る
町
民
剣
道
大
会
が
、
度
中
体
育
館
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

声
援
に
包
ま
れ
た
会
場
内
で
は
、
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

去る３月１０日、県猟友会度会支部（中西啓起支
部長）では、内城田の鳥獣保護区内の棚橋、大野木、
平生、鮠川で、キジ２０羽を放鳥しました。
役員の皆さん、鳥獣保護員、県民局職員、役場職
員の手から放たれたキジたちは、大空に向かって、
元気よく羽ばたいていきました。

小川郷Ａチームが団体戦を制す　町民剣道大会

大
会
結
果
（
敬
称
略
）

小
学
生
団
体
戦

優　

勝　

小
川
郷
Ａ
チ
ー
ム

準
優
勝　

中
川
Ｃ
チ
ー
ム

３　

位　

小
川
郷
Ｃ
チ
ー
ム

３　

位　

一
之
瀬
Ａ
チ
ー
ム

小
学
生
低
学
年
（
個
人
戦
）

優　

勝　

上
村
健
太
郎（
中　

川
）

準
優
勝　

井
上　
　

悟
（
小
川
郷
）

３　

位　

森
下　
　

泉
（
中　

川
）

３　

位　

森
下　

好
貴
（
中　

川
）

小
学
生
高
学
年
男
子
（
個
人
戦
）

優　

勝　

橋
本　

隆
芳
（
小
川
郷
）

準
優
勝　

登　
　

陽
祐
（
中　

川
）

３　

位　

井
上　
　

亮
（
小
川
郷
）

３　

位　

南　
　

廣
大
（
中　

川
）

小
学
生
高
学
年
女
子
（
個
人
戦
）

優　

勝　

森
本　

友
紀
（
中　

川
）

準
優
勝　

樋
口
阿
佐
子
（
中　

川
）

３　

位　

中
谷
こ
の
み
（
小
川
郷
）

３　

位　

野
呂　
　

遥
（
一
之
瀬
）

中
学
生
男
子
（
個
人
戦
）

優　

勝　

舟
瀬　

智
明

準
優
勝　

井
口　

康
史

３　

位　

福
井　

隼
人

３　

位　

橋
本　

高
徳

中
学
生
女
子
（
個
人
戦
）

優　

勝　

橋
本　

幸
恵

準
優
勝　

中
谷
江
美
子

３　

位　

田
畑　

真
里

３　

位　

田
畑
亜
矢
乃

一
般
（
個
人
戦
）

優　

勝　

出
口　

眞
市

準
優
勝　

牧　
　

昌
利

３　

位　

中
田　

元
浩

３　

位　

井
口　

智
加

優
秀
賞

上
村
健
太
郎
（
中
川
小
）

橋
本　

隆
芳
（
小
川
郷
小
）

舟
瀬　

智
明
（
中
学
男
子
）

橋
本　

幸
恵
（
中
学
女
子
）

敢
闘
賞

中
村　

将
兵
（
内
城
田
小
）

三
谷　

珠
美
（
内
城
田
小
）

中
川　

陽
祐
（
小
川
郷
小
）

小
林　

佑
葵
（
小
川
郷
小
）

藤
田　

昌
弘
（
中
学
男
子
）

キジを放鳥

猟友会の皆さん
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鳥インフルエンザにご注意を

高病原性鳥インフルエンザは、わが国では家畜法定伝

染病に指定されています。

鳥（ペットを含む）を飼育されている人は、役場産業

振興課（６２－２４１６）まで、ご連絡ください。

三重県南勢家畜保健所から巡回により衛生相談などを

実施する予定です。

平成17年 1月１日から
町内すべての学校が敷地内全面禁煙になります。

参加者募集

無事故・無違反チャレンジ１２３

県では１チーム５人で１２３日間無事故・無違反に挑

戦する『無事故・無違反チャレンジ１２３』の参加者を

募集します。

達成チームには抽選で、すてきな賞品が当たります。

募集期間　５月１０日（月）～６月３０日（水）消印

有効

参加料　１チーム５千円

申込・問合先

県生活部交通安全チーム（０５９－２２４－２４１０）

危険物取扱者試験および予備講習会を開催

伊勢市消防本部

◎危険物取扱者試験乙・丙種試験

開催日　６月２７日（日）

開催場所　皇學館大学

申込期限　４月１４日（水）

◎予備講習会

開催日　５月２９日（土）

開催場所　伊勢市生涯学習センター『いせトピア』

申込期限　５月２８日（金）

申込・問合先

伊勢市消防本部予防課（２５－１２６３）

地域材で木造住宅を

平成16年度新優良木造住宅建設促進事業

県地域木造住宅推進協議会では、地域材を使用した木

造住宅などを建設する方に対して資金を融資します。

問合先　県地域木造住宅推進協議会（０５９－２２

８－４７１５）

長期固定金利型の新型住宅ローン登場

住宅金融公庫

住宅金融公庫による証券化を活用した最長３５年の長

期固定金利型の新型住宅ローンが民間金融機関から誕生

しました。

ホームページ

http://www.jyukou.go.jp/

問合先

住宅金融公庫名古屋支店（０５９－２６３－２９１８）

不審な電話、訪問業者にご注意を

最近「町から委託されました。」などと偽り、インター

ネットプロバイダなどの業者から、引込工事等について

電話があることが確認されました。

また「水道管の清掃が必要です。」「町の委託、指導を

受けました。」などと言って、水道管の清掃などを勧め

る業者が各家庭を訪問していることも確認されています。

町ではインターネット引込工事や、プロバイダ契約な

どを、業者に委託することはありません。また、特別の

場合を除いて、水道管の清掃等を業者に委託することは

ありません。

十分ご注意いただき、不審な場合は、はっきりお断り

ください。

お知らせ4月

April
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２月中に届出のあった方（敬称略）

 子の名前 保護者名 字名

杉本　遥
はる

香
か

 正史 柳

４月の町税 固 定 資 産 税　第 １ 期

シリーズ今夜の夕食

おもてなし料理
度会町食生活改善推進協議会

材料（４人分）
ごぼう  １５０ｇ
しょうが １５ｇ
しょうゆ 大さじ１
酒 大さじ２
米 ２カップ
水 ２カップ
アジ（中） ４尾
片栗粉 適量
油 適量

水 １カップ
砂糖 大さじ１

Ａ
　酒 大さじ２
しょうゆ 大さじ２

ねぎ １本

作
り
方

嬉しい春ですね。今回は、格

安で体にやさしいアジのかわり

丼です。

春休み、子どものお客さんに

もいかがでしょうか？

ささがきごぼう、千切りしょうが、しょうゆ、酒を入れ、
ご飯を炊く。
三枚おろしのアジは片栗粉をまぶし、油で両面こんがり
焼く。
Ａを火にかけ、タレをつくり、焼いたアジを煮からめる。
③を丼飯にのせ、残りのタレもかけ、ねぎの小口切りを
散らす。

●問い合わせは、町保健センター、子育て支援センター（62－1112）まで●

子育て支援センターでは、メールでの相談も受け付けています。
メールアドレス　kosodate@town.watarai.mie.jp

わたっこ広場開放
５月７日（金）、５月21日（金）

時　間：午前10時～正午

場　所：町子育て支援センター

対　象：保育所に行っていないお子

さん

受　付：午後１時～１時20分

場　所：町保健センター

対　象：平成12年9月・10月生まれ

のお子さん

3歳６か月児健康診査
5月12日（水）

地区巡回広場わたぼうし
５月24日（月） 一之瀬公民館

５月25日（火） 麻加江生活改善センター

５月28日（金） 中央公民館

時間：午前10時～11時30分頃

内容：保育士による手遊び、自由遊

び等

対象：保育所に行っていないお子さん

受　付：午後１時30分～２時

場　所：町保健センター

乳児健診の対象：

原則として

・２か月児健診

平成16年３月生まれのお子さん

・７か月児健診

平成15年10月生まれのお子さん

・12か月児健診

平成15年５月生まれのお子さん

育児相談の対象：原則として奇数月

生まれの１歳まで

のお子さん

乳児健診および育児相談
5月26日（水）

遊・友・YOUくらぶ
（旧遊びのおやこサークル）

５月11日（火）《ひよこグループ》

５月13日（木）《うさぎグループ》

時　間：午前10時～正午ごろ

場　所：町子育て支援センター

※初回のみ要申込み

おめでた

おくやみ

保健・子育て支援情報保健・子育て支援情報

アジ
のかわり丼

２月中に届出のあった方（敬称略）

 名　前　 年齢 字名

味噌井スエ ９２ 棚　橋
坂口　成和 ７８ 葛　原
服部　才剛 ６７ 火打石
長谷川武  ７４ 南中村
久保　　房 ７６ 中之郷
西田　幸生 ６８ 栗　原
岡村ヤスヱ ８５ 棚　橋
掛橋　　  ８９ 川　口
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町のうごき
人　口　男　4,583（－ 2） 出生　 1

女　4,878（－ 9） 死亡　10
計　9,461（－11） 転入　12
世帯数2,717（－ 2） 転出　14

平成16年２月29日現在
（　　）内は前月比

か
がやけ！

びと　

た
らい

　
22

中
なか

 西
にし

　則
のり

 行
ゆき

 さん（牧 戸）　25歳／Ｏ型

皆さんはじめまして。今年の１月に愛知県から引越ししてき

ました伊勢市生まれ伊勢市育ちの中西則行です。

自然に囲まれての新生活
度会町に引越ししてきて感じたことは、山や川に囲まれた自然豊
かな所だということです。
緑が多いからなのか、空気も大変きれいで、とてもおいしいです。
去年までビルやマンションが立ち並び、騒音や排気ガスがたっぷり
の愛知県に住んでいたため、特にそのように思います。
また、夜空を見上げたときのことですが、落っこちてくるのでは
ないかというような夜空に感激しました。
このように自然と直接触れ合うことができる生活は、伊勢市や愛
知県では味わうことができません。
ただ、携帯電話の電波がもっと良くなればと思うときがあります
が・・・。
最近ではウグイスのさえずりで目覚めることが多く、すがすがし
い朝を迎えています。
まだ、引越ししてきたばかりで分からないことがたくさんありま
すので、今後ともどうぞよろしくお願いします。

今 月 の 表 紙

去る３月１９日、町内各小学校で卒業式が開催されま

した。

卒業生たちは仲間たちとともに学び、過ごした６年間

の思い出を胸に、恩師に見守られながら、学校をあとに

しました。

卒業おめでとうございます。

一
日
一
歩

▽
ご
覧
い
た
だ
い
て
い
る
広
報
わ

た
ら
い
４
月
号
。
表
紙
、
裏
表
紙

を
は
じ
め
中
身
の
デ
ザ
イ
ン
を
変

え
て
み
ま
し
た
。
特
に
Ｐ
８
、
９

の
『
災
害
に
強
い
ま
ち
を
目
指
し

て
』
は
何
度
も
協
議
を
重
ね
て
つ

く
ら
れ
た
も
の
で
す
▽
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
『
わ
た
ら
い
日
記
』
を

新
設
し
ま
し
た
。
堅
苦
し
い
言
葉

は
な
く
、
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
な
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。


